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　▽
瀧
本
善
治
郎
さ
ん
＝
小

幡
南
１
＝
の
投
稿
写
真

　デ
コ
ポ
ン
だ
と
思
い
ま
す

が
、
花
の
よ
う
な
実
が
な
り

ま
し
た
。
自
宅
の
庭
で
す
。

　
　
　◇

　︿
お
こ
と
わ
り
﹀

紙
面
の
都
合
で
ご

紹
介
が
遅
れ
て
い

ま
す
。

　
　
　◇

　

　本
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
あ
な
た
が
日

常
生
活
で
と
ら
え

た
〝
身
近
な
ス
ク

ー
プ
〟
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
郵
送
は
写
真
の
ほ

か
、
別
紙
に
①
住
所
②
氏
名

（
匿
名
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ

ー
ム
も
）
③
電
話
番
号
④
写

真
の
説
明
や
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
０
７
、
松
坂
町
三
五

二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス

「
紙
上
写
真
展
」
係
へ
。

　メ
ー
ル
は
、
件
名
に
「
紙

上
写
真
展
」
、
本
文
に
（
必

ず
）
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー

タ
を
添
付
し
て=m-homene

ws@gctv.ne.jp=

へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。

　た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に

よ
っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　︻
歴
史
︼
一
九
七
四
（
昭

和
四
十
九
）
年
、
大
森
小
学

校
分
校
と
し
て
発
足
。
翌
七

五
（
同
五
十
）
年
四
月
に
独

立
し
、
天
子
田
小
学
校
が
開

校
し
た
。
現
在
は
三
百
五
人

の
児
童
が
通
っ
て
い
る
。

　︻
特
色
︼
「
何
と
い
っ
て

も
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
で

す
」
と
八
木
克
仁
校
長
。
開

校
後
の
校
章
制
定
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
区
政
協
力
委
員
会
・
学
校

の
三
者
で
委
員
会
を
つ
く
っ

て
行
わ
れ
た
と
の
こ
と
。

　ま
た
、
地
域
の
人
々
を
招

き
、
豊
か
な
歴
史
の
象
徴
の

「
大
森
天
王
祭
」
「
大
森
郷

祭
」
に
つ
い
て
学
び
、
郷
土

愛
を
高
め
よ
う
と
す
る
特
別

授
業
も
開
か
れ
て
い
る
。

　小
学
校
と
し
て
は
珍
し
い

「
郷
土
資
料
室
」
が
あ
り
、

地
域
の
人
々
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
昭
和
初
期
の
生
活
用
品
や

農
機
具
、
衣
類
や
書
籍
類
な

ど
約
二
百
点
を
展
示
。
当
時

の
生
活
を
学
ぶ
授
業
に
役
立

て
て
い
る
ほ
か
、
郷
土
の
昔

を
い
ま
に
伝
え
て
い
る
。

　︻
取
り
組
み
︼
校
訓
「
強

く
・
正
し
く
・
仲
よ
く
」
の

下
、
目
指
す
児
童
像
は
「
た

く
ま
し
く
元
気
に
生
活
す
る

子
」
「
す
す
ん
で
学
ぶ
子
」

「
自
分
も
ま
わ
り
の
人
も
大

切
に
す
る
子
」
。

　朝
の
十
五
分
間
、
漢
字
を

学
習
す
る
な
ど
「
天
子
田
タ

イ
ム
」
が
設
け
ら
れ
、
「
読

む
」
「
話
す
・
聞
く
」
「
書

く
」
力
を
身
に
付
け
る
取
り

組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　︻
校
長
先
生
か
ら
天
子
田

小
の
子
ど
も
た
ち
へ
メ
ッ
セ

ー
ジ
︼
と
に
か
く
、
毎
日
を

「
明
る
く
・
楽
し
く
・
元
気

よ
く
」
過
ご
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

天
子
田
小
学
校

天
子
田
二
ノ
一
五
〇
一

明るく、楽しく、元気よく

1984（昭和 59）年の創立 10

周年記念で設置された校訓碑

金
山
一
＝
フ
ォ
レ
ス
ト
ホ
ー
ル

で
開
催
す
る
。
入
場
無
料
、
た

だ
し
整
理
券
要
。

　第

音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
を

は
じ
め
、
選
抜
ら
っ
ぱ
隊
の
ド

リ
ル
、
〝
自
衛
太
鼓
〟
の
演
舞

な
ど
を
披
露
。
曲
目
は
「
行
進

曲
『
陽
光
を
背
に
』
」
「
シ
ン

グ
・
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
」
ほ
か

で
、
午
後
二
時
か
ら
と
同
六
時

か
ら
の
一
日
二
回
公
演
（
選
択

は
不
可
、
と
も
に
一
時
間
前
開

場
）
と
な
っ
て
い
る
。

　希
望
者
は
、
往
復
は
が
き
に

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
希
望

人
数
（
二
人
ま
で
）
、
車
い
す

の
人
は
介
助
の
要
・
不
要
を
明

記
し
て
、
〒
４
６
３
―
０
０
６

７
、
守
山
三
ノ
一
二
ノ
一
、
第


師
団
広
報
室
「
第

回
師
団

音
楽
ま
つ
り
」
Ｍ
Ｈ
係
へ
。

　受
け
付
け
期
間
は
一
月
六
日

―
十
七
日
（
当
日
消
印
有
効
）。

受
け
付
け
期
間
外
の
申
し
込

み
、
記
入
漏
れ
や
重
複
の
応
募

は
が
き
は
無
効
と
の
こ
と
。
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

　問
い
合
わ
せ
は
第

師
団
総

務
課
広
報
室
＝
☎
０
５
２
（
７

９
１
）
２
１
９
１
（
内
線
４
４

７
２
）
＝
へ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
「
第

師
団
」
で
検
索
）
で

も
紹
介
し
て
い
る
。

　陸
上
自
衛
隊
第

師
団
は

「
第

回
師
団
音
楽
ま
つ
り
」

を
二
月
二
十
二
日
（
土
）
、
日

本
特
殊
陶
業
市
民
会
館
＝
中
区

２
月

日「
第

回
師
団
音
楽
ま
つ
り
」

来
月
６
日
か
ら
入
場
者
の
受
け
付
け
開
始

　毎
回
好
評
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
公

演
―
。
「
新
春

　津
軽
三
味
線

＆
和
楽
器
コ
ン
サ
ー
ト

　和
楽

～
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
～
」
が
一
月

五
日
（
日
）
、
小
幡
南
一
の
守

山
文
化
小
劇
場
で
開
か
れ
る
。

　こ
と
し
は
、
数
々
の
津
軽
三

味
線
大
会
で
優
勝
経
験
の
あ
る

奏
者
・
小
田
島
旺
來
さ
ん
、
小

田
島
旺
樂
さ
ん
、
中
村
祐
太
さ

ん
の
三
人
が
集
結
。
ま
た
箏
、

尺
八
、
和
太
鼓
、
津
軽
三
味
線

に
よ
る
和
楽
器
カ
ル
テ
ッ
ト

「
四
輝
」
も
登
場
す
る
。

　演
目
は
「
津
軽
じ
ょ
ん
か
ら

節
」
の
曲
弾
き
競
演
を
は
じ

め
、
「
南
部
俵
積
み
唄
」
、
四

輝
が
ア
レ
ン
ジ
を
手
掛
け
た

「
春
の
海
」
ほ
か
。
午
後
二
時

開
演
、
同
一
時
半
開
場
。

　チ
ケ
ッ
ト
（
全
自
由
席
）
は

一
般
千
二
百
円
、
高
校
生
以
下

六
百
円
。
未
就
学
児
入
場
不

可
。
問
い
合
わ
せ
は
守
山
文
化

小
劇
場
＝
☎
０
５
２
（
７
９

６
）
１
８
２
１
＝
へ
。

　
　
　◇

　
　
　
　◇

　同
コ
ン
サ
ー
ト
の
招
待
券
を

本
紙
読
者
三
組
六
人
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

　は
が
き
（
額
面
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
）
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
お
近
く
の
中

日
新
聞
販
売
店
名
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０
７
、

松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー
ム

ニ
ュ
ー
ス
「
新
春
コ
ン
サ
ー

ト
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

　締
め
切
り
は
二
十
五
日
（
水
）

必
着
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
当
選
者
へ
の
発
送
を
も
っ

て
発
表
に
代
え
ま
す
。

　恒
例
、
水
消
火
器
で
的
を
狙

う
「
防
災
的
当
て
ゲ
ー
ム
」
に

は
親
子
連
れ
が
行
列
。
消
防
団

員
が
教
え
る
「
土
の
う
積
み
体

験
」
も
行
わ
れ
、
土
の
う
袋
に

砂
を
詰
め
て
運
ぶ
な
ど
、
子
ど

も
同
士
で
声
を
掛
け
合
っ
て
協

力
す
る
光
景
が
見
ら
れ
た
。

　ま
た
こ
と
し
初
め
て
、
ホ
ッ

ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
と
水
、
ポ

リ
袋
で
温
か
い
食
事
を
作
る
湯

せ
ん
調
理
法
を
紹
介
。
災
害
時

に
道
路
を
ふ
さ
い
で
い
る
と
想

定
し
た
車
両
を
、
専
用
ジ
ャ
ッ

キ
で
持
ち
上
げ
て
人
力
で
移
動

さ
せ
る
体
験
も
行
わ
れ
た
。

　同
学
区
連
絡
協
議
会
の
山
田

直
樹
会
長
は
「
（
催
し
は
）
ま

だ
ま
だ
試
行
錯
誤
の
状
態
で
す

が
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

と
い
う
『
自
助
』
の
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
」
と
話
し
て
い
た
。

　楽
し
み
な
が
ら
防
災
を
学
ぼ

う
と
す
る
「
な
え
し
ろ

　あ
そ

ぼ
う
祭さ

い

」
が
十
月
二
十
七
日
、

苗
代
小
学
校
＝
苗
代
二
＝
で
開

か
れ
、
地
域
住
民
ら
約
千
人
が

集
ま
っ
た
。

　同
学
区
連
絡
協
議
会
が
、
東

日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
始

め
た
催
し
で
九
回
目
。
体
験
し

な
が
ら
学
べ
る
よ
う
工
夫
さ
れ

た
コ
ー
ナ
ー
が
、
校
庭
や
体
育

館
ほ
か
に
数
多
く
並
ん
だ
。

「
な
え
し
ろ 

あ
そ
ぼ
う
祭
」に
１
０
０
０
人

こ
と
し
は
初
め
て
湯
せ
ん
調
理
法
を
紹
介

　い
ま
が
青
春
―
。
守
山
区
出
身
の
落
語
家
・
三
遊
亭
好こ

う
こ
う好
さ

ん
が
、
こ
の
ほ
ど
二
つ
目
に
昇
進
。
昇
進
披
露
の
落
語
会
を
、

一
月
七
日
（
火
）
に
守
山
文
化
小
劇
場
＝
小
幡
南
一
＝
で
開
く
。

小
幡
小
と
守
山
東
中
の
卒
業
生

　好
好
（
本
名
・
安
井
庸
平
）

さ
ん
三
三
は
生
ま
れ
も
育
ち
も

守
山
区
で
、
小
幡
小
と
守
山
東

中
の
卒
業
生
。
学
生
時
代
を
振

り
返
り
「
不
登
校
で
三
年
間
引

き
こ
も
り
。
当
時
は
人
と
関
わ

ら
な
い
こ
と
が
楽
だ
っ
た
か

ら
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　落
語
家
と
い
う
仕
事
を
知
っ

た
の
は
二
十
二
歳
の
時
で
、
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
「
ち
り
と
て
ち

ん
」
を
見
た
こ
と
か
ら
。
同
じ

頃
、
お
笑
い
芸
人
を
目
指
し
て

大
阪
へ
、
ま
た
そ
の
翌
年
に
は

東
京
に
移
り
住
ん
だ
。

　ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
過

ご
す
日
々
の
中
で
、
ふ
と
「
こ

の
年
で
何
も
な
い
の
が
怖
い
」

と
考
え
た
と
い
う
好
好
さ
ん
。

知
人
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
以
前

か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
落
語
会

へ
足
を
運
ん
だ
。
感
想
は
「
や

っ
ぱ
り
面
白
い
」
だ
っ
た
。

　三
遊
亭
好
楽
さ
ん
の
元
を
訪

ね
て
直
訴
し
、
入
門
が
許
さ
れ

た
の
は
二
〇
一
六
（
平
成
二
十

八
）
年
一
月
。
そ
の
後
「
三
遊

亭
は
ち
好
」
の
名
前
を
も
ら

い
、
師
匠
の
身
の
回
り
の
世
話

や
裏
方
の
仕
事
も
務
め
る
な
ど

修
業
を
重
ね
た
。
こ
と
し
八

月
、
晴
れ
て
二
つ
目
に
昇
進

し
、
「
好
好
」
と
改
め
た
。

　昇
進
に
つ
い
て
「
や
っ
と
と

い
う
気
持
ち
。
自
分
で
い
ろ
い

ろ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
分
、

不
安
も
い
っ
ぱ
い
」
と
好
好
さ

ん
。
ま
た
「
は
な
し
家
に
な
ら

な
け
れ
ば
、
幼
な
じ
み
と
も
話

せ
な
か
っ
た
と
思
う
」
「
兄あ

に

さ

ん
と
お
酒
を
飲
ん
だ
り
し
て
、

い
ま
が
青
春
で
す
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
た
。

　
　
　◇

　
　
　
　◇

　一
月
七
日
（
火
）
の
「
は
ち

好
改
メ

　三
遊
亭
好
好

　二
つ

目
昇
進
披
露
落
語
会
」
に
は
、

師
匠
の
三
遊
亭
好
楽
さ
ん
も
出

演
す
る
。
午
後
六
時
半
開
演
、

同
六
時
開
場
。
前
売
り
券
（
三

千
円
）
は
守
山
文
化
小
劇
場
、

中
日
新
聞
山
田
新
聞
店
＝
☎
０

５
２
（
７
９
１
）
７
５
７
４
＝

な
ど
で
販
売
中
。
問
い
合
わ
せ

は
好
好
さ
ん
＝
携
帯
０
８
０
―

６
９
６
１
―
７
６
８
３
＝
へ
。

来
月
５
日「
新
春 

津
軽
三
味
線
＆

和
楽
器
コ
ン
サ
ー
ト
」Ｓ
Ｐ
公
演

二つ目昇進披露をする舞台で「ぜ

ひ、お越しください」と好好さん

　小
幡
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
父
親

有
志
「
お
や
じ
の
会
」
に
よ
る

流
し
そ
う
め
ん
が
十
月
二
十
六

日
、
同
小
＝
小
幡
一
＝
で
開
か

れ
、
児
童
と
保
護
者
ら
約
二
百

五
十
人
が
参
加
し
た
。

　親
子
の
触
れ
合
い
を
楽
し
む

機
会
に
し
て
ほ
し
い
と
す
る
恒

例
行
事
。
内
容
を
工
夫
し
な
が

ら
い
ろ
い
ろ
催
し
て
お
り
、
流

し
そ
う
め
ん
は
今
回
初
め
て
。

　そ
う
め
ん
を
流
し
た
コ
ー
ス

は
全
長
約
三
十
㍍
で
、
建
材
用

の
塩
ビ
の
樋と

い

と
パ
イ
プ
を
購
入

し
て
流
用
。
同
会
メ
ン
バ
ー
は

夏
休
み
中
の
学
校
に
も
集
ま

り
、
脚
立
や
木
切
れ
で
コ
ー
ス

の
高
低
差
を
つ
く
る
な
ど
、
問

題
な
く
流
れ
る
よ
う
実
験
を
繰

り
返
し
た
。

　そ
う
め
ん
は
三
百
食
分
を
用

意
し
、
家
庭
科
室
で
調
理
し
た

後
、
流
れ
る
水
に
乗
せ
た
。
均

等
に
行
き
わ
た
ら
な
い
こ
と

で
、
コ
ー
ス
の
途
中
か
ら
慌
て

て
流
す
場
面
も
あ
り
、
周
り
の

人
か
ら
笑
い
が
起
こ
っ
た
。

　ま
た
、
参
加
者
は
持
参
し
た

箸
と
器
を
手
に
「
来
た
来
た
」

「
取
れ
た
よ
」
な
ど
の
声
を
上

げ
た
ほ
か
、
笑
顔
で
頬
張
る
姿

を
見
せ
て
い
た
。
父
親
と
一
緒

だ
っ
た
五
年
生
の
男
の
子
は

「
流
し
そ
う
め
ん
は
初
め
て
。

お
い
し
い
」
と
に
っ
こ
り
。

「
麺
を
取
る
の
が
難
し
い
」
と

も
話
し
て
い
た
。

流
し
そ
う
め
ん
に
児
童
と
保
護
者
ら
250
人

小
幡
小「
お
や
じ
の
会
」が
初
め
て
開
催途中から二つに分かれたコース

を挟むように参加者が並んだ

「
防
災
的
当
て
ゲ
ー
ム
」
に
は

子
ど
も
た
ち
が
次
々
と
参
加

　志
段
味
西
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
ら

を
は
じ
め
、
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

ド
ア
ラ
、
チ
ア
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
二

人
も
参
加
す
る
「
あ
い
さ
つ
活

動
」
が
先
月
一
日
の
朝
、
同
小

＝
深
沢
二
＝
で
行
わ
れ
た
。

　市
教
育
委
員
会
が
推
進
、
人

や
地
域
の
つ
な
が
り
な
ど
を
目

指
す
「
あ
い
・
あ
い
・
あ
い
さ

つ
活
動
」
で
行
わ
れ
た
も
の
。

英
語
の
「
Ｉ
（
ア
イ
）
」
に
ち

な
ん
で
、
「

月
１
日
」
を

「
あ
い
・
あ
い
・
あ
い
さ
つ
の

日
」
と
し
て
い
る
。

　参
加
者
は
登
校
時
間
に
合
わ

せ
て
校
門
付
近
に
並
び
、
笑
顔

で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
児
童
た
ち
も
元

気
に
返
し
、
ド
ア
ラ
が
差
し
出

し
た
手
に
は
タ
ッ
チ
し
て
応
え

た
。
ま
た
、
歩
い
て
く
る
途
中

で
「
あ
っ
、
ド
ア
ラ
だ
」
と
声

を
上
げ
、
足
を
速
め
る
子
の
姿

も
見
ら
れ
た
。

　そ
の
ほ
か
、
体
育
館
で
は

「
あ
い
さ
つ
集
会
」
も
開
か

れ
、
ド
ア
ラ
と
チ
ア
ド
ラ
ゴ
ン

ズ
が
児
童
た
ち
に
ダ
ン
ス
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
た
。
中

日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
は
、
社
会
貢
献

活
動
の
一
つ
と
し
て
二
〇
一
二

（
平
成
二
十
四
）
年
か
ら
参

加
。
強
調
月
間
の
十
一
月
に

は
、
市
内
小
中
学
校
を
対
象
に

毎
年
四
、
五
校
訪
れ
て
い
る
。

ド
ア
ラ
と
チ
ア
ド
ラ
に
お
は
よ
う

志
段
味
西
小
で「
あ
い
さ
つ
活
動
」たくさんのあいさつが聞かれ、

たくさんの笑顔が見られた

毎回大好評の「師団音

楽まつり」（前回）

小田島旺來さん

和
楽
器
カ
ル
テ
ッ
ト

　四
輝


